
政
府
は
、
18

都
道
府
県
の
「
ま

ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」
を
21

日
で
解
除
す
る
こ
と
に
決
め
た
。

今
後
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
、
日
常
生
活
や
経
済

活
動
と
の
両
立
が
課
題
と
な
る
。

政
府
は
す
で
に
４
回
目
接
種
の
準

備
も
進
め
て
い
る
が
、
個
々
人
が

で
き
る
感
染
対
策
を
し
な
が
ら
、

経
済
を
回
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

岸
田
首
相
は
16

日
の
会
見
で

「
国
民
一
人
一
人
の
感
染
防
止
へ
の

取
組
、
自
治
体
、
医
療
福
祉
関

製
７
０
０
０
万
回
分
を
追
加
購
入

す
る
方
針
を
示
し
た
。
4

回
目
接

種
の
時
期
に
つ
い
て
は
「
最
も
適

切
な
時
期
に
接
種
で
き
る
よ
う
、

必
要
量
を
確
保
す
る
」
と
す
る
に

と
ど
め
た
が
、
準
備
は
着
実
に
進

め
る
方
針
だ
。

新
型
コ
ロ
ナ
は
簡
単
に
〝
終
息
〟

す
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ

れ
は
相
次
い
で
新
た
な
変
異
株
が

出
て
く
る
こ
と
を
み
て
も
明
ら
か

だ
。
そ
の
認
識
を
一
人
一
人
が
共

有
し
、
経
済
活
動
と
両
立
で
き
る

社
会
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

す
る
方
針
だ
。

最
大
限
の
警
戒
を
す
る
た
め
、

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
対
応
し
た
医
療

体
制
を
維
持
・
強
化
す
る
た
め
、

１
床
当
た
り
４
５
０
万
円
の
支
援

や
、
看
護
職
員
の
派
遣
単
価
の
引

き
上
げ
を
４
月
以
降
も
延
長
。
自

宅
療
養
者
に
対
す
る
医
療
機
関
は

１
月
の
1

万
６
０
０
０
か
ら
２
万

２
０
０
０
機
関
へ
さ
ら
に
拡
大
す

る
ほ
か
、
計
3

万
６
０
０
０
の
発

熱
外
来
を
引
き
続
き
確
保
す
る
。

一
方
、
地
方
の
重
要
な
産
業
で
あ

る
観
光
業
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
「
県
民
割
」
を
４
月
１
日
か

ら
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
へ
と
拡
大
す
る

一
方
、
全
国
的
な
「
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト

ラ
ベ
ル
」
の
再
開
に
つ
い
て
は
さ

ら
に
検
討
す
る
方
針
だ
。
こ
う
し

た
取
り
組
み
は
コ
ロ
ナ
対
策
、
経

済
活
性
化
に
と
っ
て
は
重
要
だ

が
、
さ
ら
に
必
要
な
の
が
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
準
備
だ
。
こ
の
点
に
つ

い
て
岸
田
首
相
は
、
「
（
国
民
に

４
回
目
の
接
種
を
す
る
）
ワ
ク
チ

ン
を
確
保
で
き
る
見
通
し
が
立
っ

た
」
と
述
べ
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製

７
５
０
０
万
回
分
、
モ
デ
ル
ナ
社

係
者
の
努
力
で
、
全
国
的
な
感

染
者
数
は
ピ
ー
ク
時
の
半
分
程
度

ま
で
落
ち
着
い
て
き
た
。
病
床
利

用
率
や
在
宅
療
養
者
数
に
つ
い
て

も
、
地
域
差
は
あ
る
も
の
の
、
明

確
な
低
下
傾
向
が
確
認
さ
れ
て
い

る
」
と
ま
ん
延
防
止
重
点
措
置
を

解
除
す
る
理
由
を
説
明
し
た
。

新
規
感
染
者
数
が
減
少
し
て
き

た
と
は
い
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
は
、

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
で
あ
っ
て
も
致
死

率
や
重
症
化
率
が
通
常
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
よ
り
も
高
い
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
ま
た
、
汎
用
性
の
高

い
経
口
治
療
薬
も
存
在
し
て
い
な

い
。
さ
ら
に
、
デ
ル
タ
株
と
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
の
両
方
の
特
徴
を
併
せ

も
ち
、
「
デ
ル
タ
ク
ロ
ン
株
」
と

呼
ば
れ
る
新
た
な
変
異
株
も
オ
ラ

ン
ダ
や
フ
ラ
ン
ス
、
デ
ン
マ
ー

ク
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
で
感
染
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
一

挙
に
通
常
の
社
会
生
活
に
戻
る
の

は
リ
ス
ク
が
あ
り
、
政
府
は
今

後
、
し
ば
ら
く
の
期
間
を
「
平
時

へ
の
移
行
期
間
」
と
し
、
最
大
限

の
警
戒
を
し
な
が
ら
可
能
な
限
り

日
常
の
生
活
を
取
り
戻
す
期
間
と


